
名　　　称

カテゴリー

キーワード

開発期間

実施主体

実施場所

協力機関

船通山 北谷

0.98 1.00

1.22 0.95

1.18 1.03

0.95 0.95

1.00 0.95

①

②

③

④

①

②

水土保全機能、有用広葉樹、立て木施業、後継樹

昭和５９年度～平成２５年度

　４　まとめ

水土保全機能を高度に発揮した有用広葉樹林分に誘導する施業方法の開発

公益的機能の高度発揮のための森林施業及び保全・利用技術の確立

島根森林管理署

（調査結果）

　無

　(目的）

有用広葉樹で構成される広葉樹林へ誘導するとともに、水土保全機能を高度に発揮する施業方法を開発
する。
　(施業経過）
　船通山国有林と北谷国有林に立て木３００～４００本区、立て木５００～６００本区の試験区を設け、それ
ぞれの試験区では立て木を中心に、立て木の成長を阻害する上方支障木を除伐する区と、立て木以外の
上層木を全てを除伐する区を設定。また対照区として無施業区を設定。

船通山国有林と北谷国有林に試験区を設定

立て木３００～４００本、立て木以外の上層木のみ除伐

各施業区、無施業区とも、上層木と同樹種の稚樹の発生が見られる。

　２　下層植生　　

施業区は陽光が下層まで到達し、下層植生が繁茂している状態である。

無施業区では一部林床が貧弱な状態のところがある。

　３　後継樹　　

背景・目的

　１　胸高直径及び樹高生長

面積(ha)

　（樹高について）　　

H6年度

島根県奥出雲町（船通山国有林１０２７ほ林小班）
島根県雲南市（北谷国有林１０４９り林小班）

立て木３００～４００本、立て木以外の上層木全て除伐

立て木５００～６００本、立て木以外の上層木のみ除伐

立て木５００～６００本、立て木以外の上層木全て除伐

対照区（無施業区）

施業区分

除伐はより強度の除伐が高い効果があった。(船通山、北谷　B区)

H16以降、生長速度の鈍化が著しい施業区がある。(北谷　A区、B区、D区、E区)

各区の設定に応じて除伐、つる切を実行

各区の設定に応じて除伐、つる切を実行

A区

B区

C区

D区

E区

S59年度

S63年度

成　　　果

（調査経過）

S59年度 試験地、施業区設定、林内構造調査

H元,6,11,16,21年度　

H25年度

立木調査

立木調査、更新状況調査、とりまとめ

（胸高直径）

施業区と無施業区では除伐等を実施した施業区の生長が良かった。　(船通山　B区～D区、北谷　A区～D区)

立て木密度の低い施業区の生長が良かった。　(船通山　B区、北谷　A区、B区)

　有用広葉樹で構成される広葉樹林へ誘導するとともに、水土保全機能を高度に発揮するために
は、立て木施業により、より高い効果が得られることが実証された。
　ただし、一部の施業区では現在肥大生長の鈍化が見られる状態であり、今後適切な時期等に除伐
又は立て木の間伐などの施業を実施し、健全な森林としての維持を図っていくこととする。

各施業区、無施業区の生長スピードに顕著な差は見られない。
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船通山国有林 北谷国有林

図1 試験地の設定

表1‐1 立て木の推移 北谷国有林

調査地０．１ha内
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表1‐2 立て木の推移 船通山国有林

調査地０．１ha内

表‐2 ｺﾅﾗとｼﾃﾞの生長量比較

（注）同条件下で比較できるよう、北谷国有林Ａ区
におけるコナラとシデを対象とした。
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図2‐1 平均胸高直径の推移の比較
北谷国有林

図2‐2 平均胸高直径の推移の比較
船通山国有林
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図3‐1 平均胸高直径の増加量比較
北谷国有林

（cm）

図3‐2 平均胸高直径の増加量比較
船通山国有林

（cm）
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図4‐1 樹種構成の比較 北谷国有林

（本）

図4‐2 樹種構成の比較 船通山国有林

（本）
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図6‐1 更新樹種の調査 北谷国有林

図6‐1 更新樹種の調査 船通山国有林
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写真1 無施業区の下層植生の様子
北谷国有林

写真2 北谷の下層植生の繁茂した様子

北谷国有林 Ａ区内

写真3 船通山の下層植生の繁茂した様子

船通山国有林 Ｅ区内

写真4 更新樹種の調査プロットの様子
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